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１．組織の概要 

 １）名称及び代表者名 

項目 内容 

名称 旭東清掃株式会社 

代表者名 代表取締役 成田 義勝 

  

２）所在地 

事業所 所在地 

本社 北海道旭川市新星町１丁目１番９号 

リサイクルセンター 北海道旭川市工業団地５条３丁目５番１号 

永山北事業所 北海道旭川市永山北３条８目１番地の１２ 

みどりの森処分場 北海道旭川市江丹別町芳野５番（対象外） 

永山工場 北海道旭川市永山北１条９丁目１９番１（対象外） 

 

 ３）環境管理責任者及び連絡先 

項目 内容 

環境管理責任者 波多野正樹 

連絡先 TEL  0166-25-6145 

FAX  0166-23-5329 

E-mail hatano@kyokuto-s.co.jp 

 

 ４）事業内容 

事業 営業範囲 

一般廃棄物収集運搬業 旭川市、鷹栖町、東川町、東神楽町、美瑛町 （美瑛町は大

雪清掃組合への搬入に限る） 

産業廃棄物収集運搬業 旭川市及び近郊、北海道内 

特別管理産業廃棄物収集運搬業 旭川市及び近郊、北海道内 

産業廃棄物処分業 旭川市及び近郊、北海道内（処理施設：旭川市内） 

特別管理産業廃棄物処分業 旭川市及び近郊、北海道内（処理施設：旭川市内） 

除排雪請負 旭川市及び近郊 

 

 
  



５）沿革 

年月 内容 

昭和 48 年 10 月 【創業】古紙回収業を開始 

昭和 54 年 06 月 【設立】一般廃棄物収集運搬業を開始 

昭和 56 年 07 月 産業廃棄物収集運搬業を開始 

昭和 57 年 01 月 大栄清掃株式会社を買収 

昭和 57 年 04 月 旭川市の委託業者として一般廃棄物収集の委託を受ける 

昭和 58 年 10 月 旭川市新星町に社屋を建設し移転 

平成 02 年 06 月 特別管理産業廃棄物収集運搬業を開始 

平成 08 年 12 月 発泡スチロールのリサイクル事業を開始 

平成 13 年 07 月 解体工事業の登録 

平成 15 年 04 月 株式会社旭川清掃社を買収 

平成 15 年 10 月 廃プラスチック類の中間処理を開始 

平成 16 年 11 月 ＩＳＯ１４００１認証取得 

平成 22 年 10 月 廃蛍光管の中間処理を開始 

平成 24 年 06 月 ＪＷＮＥＴ電子マニフェスト導入（収集運搬・処分） 

平成 25 年 06 月 廃棄物再生事業者登録（金属くずの再生） 

平成 26 年 09 月 みどりの森処分場を新設（安定型・管理型最終処分場）、木くずの中間処理を開始 

平成 28 年 10 月 永山工場を新設（古紙・廃プラスチックの圧縮梱包事業） 

平成 29 年 06 月 廃棄物再生事業者登録（古紙の再生） 

令和元年 08 月 株式会社旭川清掃社を合併 

令和６年 10 月 みどりの森処分場 第２期埋立処分場開始 

 

６）事業の規模 

項目 内容 

設立 昭和 54 年 6 月 

資本金 1,000 万円 

売上高 16 億 7 千万円（令和７年５月～令和８年４月） 

16 億 9 千万円（令和６年５月～令和７年４月） 

16 億 5 千万円（令和 5 年 5 月～令和６年４月） 

従業員数 102 名 

敷地面積 本社        3,380m2 

リサイクルセンター 1,730m2 

永山北事業所    4,684m2 

一般・産業廃棄物収集運

搬車両（共用） 

塵芥車 41 台、ダンプ 10 台、キャブオーバ 2 台、 

バン（箱車）10 台、冷蔵冷凍車 5、箱型（乗用車）7 台 

 

  



７）組織図 

   

８）役割、責任及び権限 

担当者 役割 

社⾧ 会社を代表し、会社業務の全ての執行を統括する 

① 環境マネジメントシステムの実施及び管理に不可欠な資源の提供 

(資源には、人的資源及び専門的な技能、技術並びに資金を含む) 

② 環境方針の作成 

③ エコアクション 21 担当者（メンバー）の任命 

④ 全体の評価と見直しの実施 

ＭＲ（環境管理責任者） ① 環境マネジメントシステムの要求事項の確立、実施 

② 環境マネジメントシステムに係るスケジュールの作成及び管理 

③ 環境活動レポートの作成 

④ 環境への負荷の自己チェックシート、取組の自己チェックリスト

の作成 

⑤ 各部門の環境マネジメントシステム環境活動に係る文書・記録の

管理 

⑥ 代表者（社⾧）への本社実績報告を含む見直しのための報告 

エコアクション 21 担当者

(各部門責任者) 

① 各部門の環境マネジメントシステムの運用実施 

② 各部門の教育・訓練の実施 

③ 各部門の環境上緊急事態対応 

④ 外部コミュニケーション記録の作成 

⑤ 各部門での各種運用記録の環境管理責任者への報告 

 

９）認証の登録範囲 

サイト 内容 

本社 一般廃棄物収集運搬・積替保管、産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運

搬・積替保管、解体工事業、除排雪作業、営業活動、事務活動 

リサイクルセンター 産業廃棄物中間処理、リサイクル 

永山北事業所 一般廃棄物収集運搬、産業廃棄物 ・特別管理産業廃棄物収集運搬・積替保

管 

   ※みどりの森処分場、永山工場は 2027 年までに認証取得の予定 

 

  

経営層 

業務部 施設部 営業部 総務部 

環境管理責任者 



10）施設 

  （１）一般廃棄物積替保管施設 

①ペットボトル 

設置場所 北海道旭川市新星町 1 丁目 514 番 15 

面積 6.4m2 保管上限 5.8m3 

 

  （２）産業廃棄物積替保管施設 

①廃プラスチック類 ②廃プラスチック類 

設置場所 北海道旭川市新星町 1 丁目 514 番 22 設置場所 北海道旭川市新星町 1 丁目 514 番 15 

面積 46.2m2 保管上限 55.8m3 面積 6.9m2 保管上限 4.6m3 

③紙くず ④木くず 

設置場所 北海道旭川市新星町 1 丁目 514 番 22 設置場所 北海道旭川市新星町 1 丁目 514 番 22 

面積 21.7m2 保管上限 18.2m3 面積 48.0m2 保管上限 58.5m3 

⑤金属くず ⑥廃プラスチック類、紙くず、木くず、金属くず、

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 

設置場所 北海道旭川市新星町 1 丁目 514 番 22 設置場所 北海道旭川市新星町 1 丁目 514 番 21 

面積 46.2m2 保管上限 55.8m3 面積 75.0m2 保管上限 101.2m3 

⑥ 紙くず、ガラスくず・コンクリートくず及び

陶磁器くず 

⑧廃プラスチック類 

設置場所 北海道旭川市新星町 1 丁目 514 番 22 設置場所 北海道旭川市永山 3 条 8 丁目 2 番 10 

面積 23.8m2 保管上限 25.2m3 面積 60.0m2 保管上限 76.5m3 

⑨廃プラスチック類 ⑩木くず 

設置場所 北海道旭川市永山 3 条 8 丁目 1 番 12 設置場所 北海道旭川市永山 3 条 8 丁目 2 番 5 

面積 3.7m2 保管上限 5.9m3 面積 39.0m2 保管上限 45.0m3 

⑪金属くず ⑫廃プラスチック類、紙くず、木くず、金属くず、

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 

設置場所 北海道旭川市永山 3 条 8 丁目 2 番 10 設置場所 
北海道旭川市永山北 3 条 8 丁目 2 番

5 

面積 21.0m2 保管上限 18.0m3 面積 60.0m2 保管上限 76.5m3 

⑬廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を含む。）、ガラスコンクリートくず及び陶磁器くず（石

綿含有産業廃棄物を含む。）がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む。） 

設置場所 北海道旭川市永山北 3 条 8 丁目 2 番 10 

面積 7.4m2 保管上限 9.9m3 

 

  



  （３）特別管理産業廃棄物積替保管施設 

①廃油 ②-1 廃酸 

設置場所 
北海道旭川市新星町 1 丁目 514 番

15 
設置場所 北海道旭川市新星町 1 丁目 514 番 15 

面積 3.0m2 保管上限 1.6m3 面積 5.0m2 保管上限 6.3m3 

②-2 廃アルカリ ※面積は②-1 廃酸と兼ねる ③感染性産業廃棄物 

設置場所 
北海道旭川市新星町 1 丁目 514 番

15 
設置場所 北海道旭川市新星町 514 番 15 

面積 5.0m2 保管上限 6.3m3 面積 7.3m2 保管上限 10.5m3 

④感染性産業廃棄物 ⑤感染性産業廃棄物 

設置場所 北海道旭川市永山北 3 条 8 丁目 1 番 12 設置場所 北海道旭川市永山北 3 条 8 丁目 1 番 12 

面積 1.2m2 保管上限 1,100L 面積 0.9m2 保管上限 900L 

⑥感染性産業廃棄物 

設置場所 北海道旭川市永山北 3 条 8 丁目 1 番 12 

面積    1.7m2 保管上限 460L 

 

（４）処理施設 

①廃プラスチック類の破砕・溶融施設 ②廃プラスチック類の圧縮・梱包施設 

設置場所 北海道旭川市工業団地 5 条 3 丁目 799 番 5 設置場所 北海道旭川市工業団地 5 条 3 丁目 799 番 5 

処理能力 0.8ｔ/日（8 時間） 処理能力 3.9ｔ/日（8 時間） 

③廃プラスチック類の圧縮・梱包施設 ④廃プラスチック類の圧縮・梱包施設 

設置場所 北海道旭川市工業団地 5 条 3 丁目 799 番 5 設置場所 北海道旭川市工業団地 5 条 3 丁目 799 番 5 

処理能力 4.3ｔ/日（8 時間） 処理能力 3.9ｔ/日（8 時間） 

⑤廃蛍光管（金属くず並びにガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、廃プラスチック類（水

銀使用製品産業廃棄物を含む。）の破砕施設 

設置場所 北海道旭川市工業団地 5 条 3 丁目 799 番 5 

処理能力 5.4ｔ/日（8 時間） 

⑥安定型最終処分場及び管理型最終処分場（対象外：みどりの森処分場） 

設置場所 北海道旭川市江丹別町芳野 5 番 

埋立容量 209,924.8m3 
残余量 23,182 m3 

埋立面積 17,564ｍ2 

埋立容量 245,155m3 埋立面積 24,121ｍ2 

⑦木くずの破砕施設（対象外：みどりの森処分場） 

設置場所 北海道旭川市江丹別町芳野 5 番 

処理能力 38ｔ/日（8 時間） 

⑧廃プラスチック類の圧縮・梱包施設（対象外：永山工場） 

設置場所 北海道旭川市永山 1 条 9 丁目 19 番 1 

処理能力 35.52ｔ/日（8 時間） 

 

 

 

  



11）受託した廃棄物の処理量 

  （１）産業廃棄物収集運搬量（令和 7 年 5 月～令和 8 年 4 月） 

受託した産業廃棄物の種類 量（kg） 受託した産業廃棄物の種類 量（kg） 

燃えがら 133,580 動物のふん尿 0 

汚泥 18,090 動物の死体 0 

廃油 14,621 ばいじん 0 

廃酸 12 安定型混合物 1,690,304 

廃アルカリ 7,998 管理型混合物 1,857,671 

廃プラスチック類 1,970,723 石綿含有産業廃棄物 63,030 

紙くず 271,230 廃蛍光管 14,295 

木くず 867,080 受託した特管産廃※の種類 量（kg） 

繊維くず 360 廃油 4,700 

動植物性残さ 641,090 廃酸 20 

ゴムくず 0 廃アルカリ 0 

金属くず 842,394 感染性産業廃棄物 127,062 

アスコンガラ、ガ陶くず 266,858 廃石綿 29,840 

鉱さい 0   

がれき類 501,670   

 

  （２）中間処理量（令和 7 年 5 月～令和 8 年 4 月） 

受託した産業廃棄物の種類 量（kg） 

廃プラスチック類（廃ビニール） 1,452,040 

廃プラスチック類（廃発泡スチロール） 65,620 

廃蛍光管 12,386 

木くず 303,600 

 

  （３）最終処分量（対象外：みどりの森処分場）（令和 7 年 5 月～令和 8 年 4 月） 

受託した産業廃棄物の種類 量（t） 受託した産業廃棄物の種類 量（t） 

燃えがら 139.69 木くず  0 

汚泥 769.83 廃プラスチック類（シュレッダーダスト） 896.95 

廃油(ルーフィング等） 263.77 廃プラスチック類  84.12 

ばいじん 0.40 ガラスくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず 44.85 

紙くず  5.49 ゴムくず  0 

繊維くず  186.12 がれき類  271.36 

産業廃棄物(管理型混合物)  5,183.70 石綿含有産業廃棄物  242.61 

動植物性残さ  0 産業廃棄物(安定型混合物)  52.18 

鉱さい 11.29 受託した特管産廃の種類 量（t） 

金属くず 21.82 廃石綿等  38.52 

 

  



12）廃棄物の処理フロー 

 

  

（２）中間処理のフロー（産業廃棄物） 

廃プラスチック類 

ビニール類 中間処理 

（圧縮・梱包） 

二次処理（破砕→発電燃料） 

発砲スチロール 中間処理 

（破砕・溶融） 

売却（マテリアル） 

硬質プラ 

(対象外：永山工場） 
売却（マテリアル） 

中間処理 

（圧縮・梱包） 

中間処理 

（破砕） 

二次処理（焙焼→マテリアル） 廃蛍光管（ガラスくず、コンクリートくず並

びに陶磁器くず、金属くず、廃プラスチック類） 

中間処理 

（破砕） 

売却（サーマル） 木くず（対象外：みどりの森処分場） 

（３）最終処分のフロー（産業廃棄物・特管産廃）（対象外：みどりの森処分場） 

埋立（覆土・水処理） 安定型・管理型産業廃棄物 

排出者 

産業廃棄物 

特管産廃 
収集運搬 中間処理・リサイクル 

（リサイクルセンター） 

売却・２次処理 

（他社） 

（１）収集運搬のフロー（一般廃棄物・産業廃棄物・特管産廃） 

収集運搬 市・町・民間処理施設 一般廃棄物 

最終処分 

（みどりの森処分場） 



13）許可一覧・内容 

  （１）一般廃棄物収集運搬業 

許可者 許可番号 許可年月日 許可の有効期限 

旭川市 第 200006 号 令和 8 年 3 月 31 日 令和 10 年 3 月 31 日 

鷹栖町 第 260 号 令和 8 年 4 月 1 日 令和 10 年 3 月 31 日 

和寒町 第 3-4 号 令和 7 年 10 月 17 日 令和 9 年 10 月 16 日 

東川町 なし 令和 6 年 10 月 1 日 令和 8 年 9 月 30 日 

東神楽町 第 259 号 令和 7 年 8 月 23 日 令和 9 年 8 月 22 日 

美瑛町 なし 令和 6 年 11 月 1 日 令和 8 年 10 月 31 日 
 

  （２）産業廃棄物収集運搬業 

許可者 許可番号 許可年月日 許可の有効期限 

旭川市 第 05010006082 号 令和 7 年 4 月 17 日 令和 12 年 4 月 17 日 

北海道 第 00100006082 号 令和 7 年 4 月 18 日 令和 12 年 4 月 17 日 
 

  （産業廃棄物収集運搬業許可内容） 

産業廃棄物の種類 旭川市 北海道 産業廃棄物の種類 旭川市 北海道 

燃え殻 ● ● 動植物性残さ ● ● 

汚泥 ● ● ゴムくず ● ● 

廃油 ● ● 金属くず ● ● 

廃酸 ● ● 
ガラスくず、コンクリー

トくず及び陶磁器くず 
● ● 

廃アルカリ ● ● 鉱さい ● ● 

廃プラスチック類 ● ● がれき類 ● ● 

紙くず ● ● 動物のふん尿 ● ● 

木くず ● ● 動物の死体 ● ● 

繊維くず ● ● ばいじん ● ● 
 

  （３）特別管理産業廃棄物収集運搬業 

許可者 許可番号 許可年月日 許可の有効期限 

旭川市 第 05060006082 号 令和 5 年 8 月 22 日 令和 10 年 8 月 22 日 

北海道 第 00150006082 号 令和 5 年 8 月 29 日 令和 10 年 8 月 22 日 
 

  （特別管理産業廃棄物収集運搬業許可内容） 

特別産業廃棄物の種類 旭川市 北海道 

廃油（揮発油類、灯油類及び軽油類） ● ● 

廃酸（pH2.0 以下のもの） ● ● 

廃アルカリ（pH12.5 以上のもの） ● ● 

感染性産業廃棄物 ● ● 

廃石綿等 ● ● 

特定有害産業廃棄物 ※詳細については別に記載 ● ● 

 

  



  （特定有害産業廃棄物許可詳細） 

含有する有害物質の種類 
取り扱う特定有害産業廃棄物の種類 

鉱さい ばいじん 燃え殻 廃油 汚泥 廃酸 廃ｱﾙｶﾘ 

水銀又はその化合物 旭/道 旭/道   旭/道 旭/道 旭/道 

カドミウム又はその化合物 旭/道 旭/道 旭/道  旭/道 旭/道 旭/道 

鉛又はその化合物 旭/道 旭/道 旭/道  旭/道 旭/道 旭/道 

有機燐化合物     旭/道 旭/道 旭/道 

六価クロム化合物 旭/道 旭/道 旭/道  旭/道 旭/道 旭/道 

砒素又はその化合物 旭/道 旭/道 旭/道  旭/道 旭/道 旭/道 

シアン化化合物     旭/道 旭/道 旭/道 

トリクロロエチレン    旭/道 旭/道 旭/道 旭/道 

テトラクロロエチレン    旭/道 旭/道 旭/道 旭/道 

 

（４）産業廃棄物処分業 

許可者 許可番号 許可年月日 許可の有効期限 

旭川市 第 05040006082 号 令和 3 年 12 月 27 日 令和 8 年 12 月 27 日 

埋立(燃え殻、汚泥(石綿含有産業廃棄物を含む。)、廃油(タールピッチ類に限る。)、廃プラスチッ

ク類(石綿含有産業廃棄物を含む。)、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁

器くず(石綿含有産業廃棄物を含む。)、がれき類(石綿含有産業廃棄物を含む。)、ばいじん、紙く

ず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、鉱さい)、破砕・溶融 (廃プラスチック類)、圧縮・梱包(廃

プラスチック類)、破砕(金属くず並びにガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、廃プラス

チック類(水銀使用製品産業廃棄物を含む。)、木くず) 

 

  （５）特別管理産業廃棄物処分業（対象外：みどりの森処分場） 

許可者 許可番号 許可年月日 許可の有効期限 

旭川市 第 05080006082 号 令和 6 年 8 月 14 日 令和 11 年 8 月 14 日 

埋立(廃石綿等) 

 

  （６）解体工事業 

許可者 許可番号 許可年月日 許可の有効期限 

北海道 上旭建指第 594-4 号 令和 8 年 7 月 15 日 令和 13 年 7 月 4 日 

 

  （７）古物商 

許可者 種別 許可番号 許可年月日 

北海道公安委員会 古物商 第 123130000563 号 平成 17 年 5 月 27 日 

北海道公安委員会 金属くず回収業 第 12313000015 号 平成 25 年 4 月 30 日 

 

  （８）廃棄物再生事業者登録 

許可者 事業の内容 登録番号 登録年月日 

北海道 金属くずの再生 第 116 号 平成 25 年 6 月 5 日 

北海道 古紙の再生 第 119 号 平成 29 年 6 月 14 日 



14）環境方針 

項目 内容 

環境方針 当社の環境方針は、基本理念と行動方針をもって構成するものとする。 

基本理念 

当社は、廃棄物処理に携わる企業として、地域社会はもとより地球規模の環境保

護を命題とします。この命題の実現には、限りある資源の有効活用と環境負荷を

低減する活動を継続的に行い、改善していくことが重要であると自覚します。 

この基本理念を表現したものが「未来にきれいな川と心を」であり、旭東清掃株

式会社のテーマです。 

行動方針 

１． 当社の事業活動が環境に与える影響を的確に捉え、環境に負荷を与えている

主要な要因を効果的に低減または削減するために、可能な範囲で達成すべき

環境目的及び環境目標を定めます。 

２． そのために環境改善計画を立案し、実施し、成果を評価して見直し、次なる

改善目的及び目標につなげるための環境マネジメントシステムを構築し、さ

らには汚染の予防活動にも積極的に取り組みます。 

３． 国、地方自治体等の環境関連法令、条例、協定を遵守し自主的な環境管理基

準を策定し、一層の環境保全を図ります。 

４． 社員の環境への意識高揚を図り、環境方針に沿った活動を行えるように、社

員に教育及び訓練を行います。 

５． 次の項目については積極的に推進します。 

① 排気ガスの低減 

② 廃棄物の再資源化率、再生化率向上 

６． 環境方針は文書化し、全社員及び当社のために働くすべての人に周知徹底す

るとともに社外に開示する。 

７． 当社の環境マネジメントシステムがエコアクション２１の要求事項に適合

し、効果的に運営されるよう行動します。 

改定日 ２０２５年５月１日 

制定者 旭東清掃株式会社 代表取締役 成田 義勝 

 

  



15）環境経営目標・環境経営計画  

基準値 目標 
環境経営計画 

2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 

二酸化炭素排出量削除 

1,386,077.06 kg-CO2 
1,346,000 1,333,000 1,319,000 

二酸化炭素排出量削減

のため以下の省エネ活

動を実施する。 

 

 

 

軽油車 

3.0 km/L 
3.1 3.1 3.1 エコ運転・安全運転、

ルート効率化に努め燃

費向上を図る。 
ガソリン車 

13.4 km/L 
13.5 13.5 13.5 

電力 

91,654 kWh 
90,730 89,820 88,904 

効率的な設備の運転を

維持する。 

灯油 

10,416.40 L 
10,300 10,200 10,100 

事務所ごとに適切な暖

房温度に設定する。 

廃油 

31 本 
31 本 31 本 31 本 無駄な使用をしない。 

一般廃棄物自社排出量 

867 kg 
860 860 860 ごみの廃棄を減らす。 

産業廃棄物収集運搬受託量 

9,831,930 kg 
9,930,250 10,028,570 10,126,890 

新規排出者の獲得を目

指す。（1→2→3％増加） 

特管産廃収集運搬受託量 

157,794ｋg 
159,370 160,950 162,530 

新規排出者の獲得を目

指す。（1→2→3％増加） 

水使用量 

777L 
770 770 770 

節水を行い過度な使用

を防止する。 

※認証登録範囲内において化学物質の使用はありません。 

※CO2 排出元のうち軽油は全体の約 90％を占めます。 

※二酸化炭素排出係数（電力 0.535kg-CO2/kWh、ガソリン 2.32kg-CO2/L、軽油 2.58kg-CO2/L、

灯油 2.49kg-CO2/L） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



16）環境経営計画の実施状況、達成状況・評価、次年度の計画 

  

評価・次年度の環境経営計画 
項目 

目標 

2025 年度 

実績 

2025 年度 

達

成 

状

況 

二酸化炭素排出量 

kg-CO2 
1,346,000 1,297,046 〇 

目標値から△4％となり、目標を達成した。

次年度は、引き続き省電力化できる内容を

選定し電気使用量の削減に努める。 

 

 

 

軽油 

km/L 
3.1 3.0 ✕ 

目標を達成できなかったが、2.98km/L か

ら 3.03 km/L へ向上している。次年度も、

引き続きエコ運転に努める。 

ガソリン 

km/L 
13.5 14.5 〇 

暖冬のため道路状況が良かったため目標

を上回った。引き続きエコ運転に努める。 

電力 

kWh 
90,730 88,169  〇 

目標値から△3％となり、目標を達成した。

次年度も、引き続き省電力化できる内容を

選定し電気使用量の削減に努める。 

灯油 

L 
10,300 9,042 〇 

目標値から△12％となり、目標を達成し

た。暖冬のため暖房機の稼働が少なかっ

た。引き続き灯油使用の削減を進める。 

廃油 

本 
31 29 〇 目標を達成した。 

一般廃棄物自社排出量 

kg 
860 772 〇 

目標を達成した。 

引き続き無駄な排出が無いよう努める。 

産廃物収運受託量 

㎏ 
9,930,250 9,097,976 ✕ 

目標を達成できなかった。建設工事の低

調の影響があった。次年度は、平年並み

以上の受託量を確保したい。 

特管産廃収運受託量 

㎏ 
159,370 161,622 〇 

目標を達成した。 

次年度も受託量の増加を目指す。 

水使用量 

L 
770 612 〇 

目標を達成した。 

自社車両の洗車強化のため水使用が増

えています。 

※二酸化炭素排出係数（電力 0.522kg-CO2/kWh、ガソリン 2.32kg-CO2/L、軽油 2.58kg-CO2/L、

灯油 2.49kg-CO2/L） 

 

 

 

 

 

 

 

  



17）主な環境関連法規等の順守状況 

法規等 主な順守事項 順守状況 

廃棄物処理法 
契約書管理、マニフェスト管理、適正な収集・保管、交付・処

分実績報告 
適正 

消防法 消防設備の設置・点検 適正 

道路交通法 速度等の順守、車両点検・車検 適正 

フロン排出抑制法 第一種特定製品の定期点検 適正 

※環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局より違反等の指摘はありません。 

 

18）代表者による見直し 

項目 内容 

環境経営方針 問題無いと判断し、現状を維持する。 

環境経営目標及び環境経営計画 目標と計画の変更なし。引き続き策定した目標を継続する。 

実施体制 変更なし。引き続き現状の体制で行う。 

 


